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華麗！松月の舞
　5月24日、町総合体育館では松月会・幸寿会

主催の「第6回松月の舞　山岸幸子総帥引退公

演」が開催されました。町内外から参加された

13団体の洗練された華麗な舞台は、楽しみに訪

れた多数の観客を魅了していました。
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被保険者の種類

西暦2000年

　
平
成
十
二
年
四
月
よ
り
介
護
保
険
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
月
か
ら
数
回
に
分
け
て
介
護

保
険
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

65歳以上の人

彗習　一嚴一陪≡　　　　第2号被保険者

対象餐
40歳以上65歳未満の医療

保険に加入している人

総慰の
i離象轡

●寝たきり・痴呆などで

入浴、排泄、食事などの

日常生活の動作について

常に介護が必要な人

●家事や身じたく等の日

常生活に支援が必要な人

初老期痴呆、脳血栓障害

など老化にともなう病気

によって介護等が必要と

なった人

保険繕
所得段階に応じて市町村

ごとに設定

加入している医療保険の

算定方法に基づいて設定

深険繕の

叢鐵灘法

●年金額が一定額以上の

人は、年金から天引き

●それ以外の人は市町村

に個別に支払い

医療保険料と一括して支

払い

■
ど
う
し
て
、

　
介
護
保
険
な
の
か
？

　
国
全
体
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん

で
い
ま
す
。
平
成
七
年
の
国
勢
調
査

で
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
が
全

人
口
の
一
五
・
一
％
と
な
り
、
高
齢

化
社
会
の
”
化
”
が
と
れ
て
高
齢
社

会
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
7
％
以
上
を
…
…
高
齢
化
社
会

　
1
4
％
を
越
え
る
と
…
高
齢
社
会

（
ち
な
み
に
、
松
代
町
が
高
齢
社
会

に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
五
十
三
年
こ

ろ
で
す
。
平
成
七
年
で
は
二
九
・
二
％
、

平
成
十
年
で
は
三
三
・
二
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
）

　
高
齢
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
お

年
寄
り
が
お
年
寄
り
を
介
護
す
る
時

代
に
も
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
老
後
の

不
安
を
な
く
す
た
め
に
考
え
ら
れ
た

シ
ス
テ
ム
が
介
護
保
険
制
度
で
す
。

　
介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
社
会

全
体
で
支
え
、
利
用
者
の
希
望
を
尊

重
し
た
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
安
心

し
て
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
創
ろ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

介護保険給付の内容

施設サービス

◎訪問介護（ホームヘルプ）

◎訪問入浴

◎訪問看護
◎介護老人福祉施設

◎訪問リハビリテーション （特別養護老人ホーム）

◎日帰りリハビリテーション

◎居宅療養管理指導（医師・歯科医

師による訪問指導診察など） ◎介護老人保健施設

蔑嶽護轡 ．◎日帰り介護（デイサービス）
（老人保健施設）

◎短期入所生活介護（ショートステイ）

◎短期入所療養介護（ショートステイ） ◎介護療養型医療施設

◎痴呆対応型共同生活の生活介護 ・療養型病床群

（痴呆性老人のグループホーム） ・老人性痴呆疾患療養病棟

◎有料老人ホーム等における介護
・介護力強化病院（施行後3年間）

◎福祉用具の貸与・購入費の支給

◎住宅改修費の支給（手すり、段差の解消等）

要糞擬轡 ◎同上（痴呆【生老人のグループホームを除く） ◎要支援者は施設入所はできません。

介
護
保
険
は
、

運
営
し
ま
す
．

社
会
保
険
方
式
で

■
運
営
す
る
の
は
？

　
　
　
　
　
　
（
保
険
者
）

　
市
町
村
が
運
営
し
ま
す
。
国
や
県

な
ど
は
市
町
村
を
支
援
し
ま
す
。

■
加
入
す
る
の
は
？

　
　
　
　
　
（
被
保
険
者
）

　
四
十
歳
以
上
の
人
が
、
加
入
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　
★
第
一
号
被
保
険
者

　
　
　
六
十
五
歳
以
上
の
人

　
★
第
二
号
被
保
険
者

　
　
　
四
＋
歳
以
上

　
　
　
六
十
五
歳
未
満
の
人
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　■サービスを

　　　利用するまでの流れ

①サービスを受けたい時は、市町

　村の窓口に申請します。

②申請を受けた市町村は、訪問調

　査に伺います。

◎訪問調査と、かかりつけ医の意

　見書を基に、要介護認定審査会

　で介護の状態が判定されます。

④判定に基づぎ、介護状態の区分

　を認定します。区分ことにサー

　ビス内容による費用の限度額が

　異なります。

⑤本人の希望を尊重して、介護支

　援専門員がサービスの利用計画

　を作ります。

◎介護サービスを利用します。在

　宅サービスと施設サービスがあ

　ります。

サービスを利用するまでの流れ

■
保
険
料
は
？

★
六
十
五
歳
以
上
の
人

　
保
険
料
は
、
所
得
に
応
じ
て
決
ま

り
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
ま
す
。

★
四
十
歳
～
六
十
五
歳
未
満
の
人

　
保
険
料
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
が
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の

保
険
料
と
一
括
し
て
支
払
い
ま
す
。

介護が必要な

高齢者

サービス◎ 在宅介護
サービス　　，｛

介護保険

施　　設

サービス◎

本人や家族などが申請① 介護サービス計画⑤

かかりつけ医の

　　　　　訪問調査②
意見書 市町村 認定④

◎

介護認定審査会

■
利
用
者
の

　
　
　
自
己
負
担
額
は
？

　
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
ご
と
に
か

か
っ
た
費
用
の
一
割
を
支
払
い
ま
す
。

施
設
入
所
の
場
合
は
、
こ
の
な
か
に

食
費
と
日
常
生
活
費
の
負
担
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
費
用
が
著
し
く
高
額
に
な

る
時
は
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に

よ
り
負
担
上
限
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

■
介
護
保
険
は

　
　
ど
ん
な
時
使
う
の
？

　
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど
で
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
時
、
介
護
保
険
か
ら

サ
ー
ビ
ス
（
給
付
）
が
受
け
れ
ら
ま

す
。　
現
物
（
サ
ー
ビ
ス
）
給
付
で
す
の

で
現
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
町
で
は
介
護
保
険
制
度
の

ス
タ
ー
ト
に
む
け
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら

順
次
、
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
上
越
保
健
所
で
は
、
毎
月
、
専
門

医
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
会
」
を

開
い
て
い
ま
す
。

＊
眠
れ
な
い
日
が
続
く

＊
気
分
が
沈
ん
で
何
も
し
た
く
な
い

＊
行
動
が
お
か
し
い
（
大
声
を
出
す

　
と
か
、
暴
力
を
ふ
る
う
な
ど
）

＊
思
春
期
の
問
題
（
不
登
校
、
家
庭

　
内
暴
力
、
拒
食
過
食
な
ど
）

＊
お
年
寄
り
の
痴
呆
や
異
常
行
動
で

　
困
っ
て
い
る
…
な
ど

　
こ
ん
な
悩
み
を
持
っ
て
い
る
方
や

そ
の
ご
家
族
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
．

《
相
談
員
〉
精
神
科
医
師
、
及
び
精

相
談
会

　
　
　
　
　
神
保
健
福
祉
相
談
員

《
会
場
》
上
越
保
健
所
相
談
室
二
階

《
日
程
》
毎
月
、
第
二
月
曜
日

　
（
7
・
n
・
3
月
は
第
二
火
曜
日
）

《
受
付
》
午
後
．
一
時
半
～
二
時
半

　
※
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す

　
※
料
金
は
無
料
で
す

　
※
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ

　
　
ま
す
の
で
ご
安
心
を

《
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
予
約
先
》

　
上
越
保
健
所

　
　
　
　
　
地
域
保
健
課
第
2
係

　
盈
〇
二
五
五
－
二
四
－
六
一
三
三

　
　
　
内
線
　
三
七
・
三
八
・
三
九
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松代町簡易水道の水質検査結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　採水検査機関：上越環境科学センター

健康に関する29項目
生涯にわたる連続的な摂取をしても人の健康に影響が生じない基準を基と

し、安全性を十分考慮して設定された。

分類 項　　目　　名 水質基準値 松代地区簡易水道 峠地区簡易水道 海老地区簡易水道 伊沢地区簡易水道

病原

生物

一　般　細　菌 1m2中、100個以内 0 0 0 0
大腸　菌　群 検出されないこと 検出しない 検出しない 検出しない 検出しない

無
機
物
質
・
重
金
属

カ　ド　ミ　ウ　ム 0．㎝㎎／C以下 0．001㎎／C未満 0．001㎎／C未満 0．001㎎／C未満 0．001㎎／¢未満

水　　　銀 0．0005㎎／C以下 0．00005㎎／¢未満 0．00005㎎／C未満0．00005㎎／C未満0．00005㎎／C未満

セ　レ　ン 0．01㎎／C以下 0．001㎎／¢未満 0．0㎝㎎／¢未満 0．001㎎／C未満 0．001㎎／C未満

鉛 0．05㎎／C以下 0．001㎎／C未満 0．001㎎／¢未満 0．001㎎／C 0．001㎎／¢

ヒ　　素 0．01㎎／C以下 0．001㎎／C未満 0．001㎎／C未満 0．001㎎／¢未満 0．001㎎／¢未満

六価　ク　ロ　ム 0．05㎎／C以下 0．005㎎／¢未満 0．005㎎／C未満 0．005㎎／C未満 0．005㎎／C未満

シ　ア　ン 0．01㎎／C以下 0．001㎎／¢未満 0．001㎎／C未満 0．001㎎／C未満 0．001㎎／C未満

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10㎎／C以下 0．1㎎／¢未満 0．1㎎／C未満 0．3㎎／C 0．9㎎／¢

フ　ツ　素 0．8㎎／C以下 0．08㎎／¢ 0．08㎎／C未満 0．08㎎／¢未満 0．08㎎／C未満

一
般
有
機
化
学
物
質

四　塩化　炭　素 0．002㎎／C以下 0．0002㎎／C未満 0．0002㎎／¢未満 0．0002㎎／C未満 0．0002㎎／C未満

1，2一ジクロロエタン 0．004㎎／¢以下 0．0004㎎／¢未満 0．0004㎎／C未満 0．004㎎／¢未満 0．0004㎎／C未満

1，1一ジクロロエチレン 0．02㎎／C以下 0．002㎎／¢未満 0．002㎎／C未満 0．002㎎／C未満 0．002㎎／C未満

ジクロロメタン 0．02㎎／C以下 0．002㎎／¢未満 0．002㎎／C未満 0．002㎎／C未満 0．002㎎／C未満

シスー1，2一ジクロロエチレン 0．04㎎／C以下 0．004㎎／C未満 0．004㎎／C未満 0．004㎎／C未満 0．004㎎／C未満

テトラクロロエチレン 0．Ol㎎／C以下 0．001㎎／C未満 0．001㎎／C未満 0．001㎎／C未満 0．001㎎／C未満

1，1，2一トリクロロエタン 0．006㎎／C以下 0．0006㎎／¢未満 0．0006㎎／C未満 0．0006㎎／C未満 0．0006㎎／¢未満

トリクロロエチレン 0．03㎎／¢以下 0．001㎎／¢未満 0．001㎎／C未満 0．001㎎／C未満 0．001㎎／¢未満

ベ　ン　ゼ　ン 0．Ol㎎／C以下 0．001㎎／C未満 0．001㎎／C未満 0．001㎎／¢未満 0．001㎎／C未満

消
毒
副
生
成

クロロホルム 0．06㎎／C以下 0．Ol7㎎／¢ 0．021㎎／¢ 0．001㎎／C未満 0．012㎎／¢

ジブロモクロロメタン 0．1㎎／¢以下 一
〇
．003㎎／¢ 0．003㎎／C 0．002㎎／C 0．002㎎／C

ブロモジクロロメタン 0．03㎎／¢以下 0．008㎎／¢ 0．008㎎／C 0．001㎎／C 0．005㎎／C

ブロモホルム 0．09㎎／C以下 0．001㎎／C未満 0．001㎎／C未満 0．001㎎／2未満 0．001㎎／C未満

総トリハロメタン 0．1㎎／¢以下 0。028㎎／C 0．032㎎／¢ 0．003㎎／C 0．Ol9㎎／C

農
　
　
薬

1，3。ジクロロブロペン 0．002㎎／C以下 0．0002㎎／¢未満 0．0002㎎／C未満 0．0002㎎／¢未満 0．0002㎎／C未満

シ　マ　ジ　ン 0．003㎎／¢以下 0．0003㎎／C未満 0．0003㎎／C未満 0．0003㎎／¢未満 0．0003㎎／C未満

チ　ウ　ラ　ム 0．006㎎／¢以下 0．0006㎎／¢未満 0．0006㎎／¢未満 0．0006㎎／C未満 0．0006㎎／C未満

チオベンカルブ 0．02㎎／C以下 0．002㎎／C未満 0．002㎎／C未満 0．0002㎎／C未満 0．0002㎎／C未満

ご家庭へ一

や

P

灘

嚇

が、寧、

瓢紅し．瓢　 ’、あ

騨 短
蓼
硲
劉

も
ノ
Φ
　

晒。

’
、
鐸ロ㊨

譲　・響
嶺　毒，顎

　晒『♂

　
う
ヨ

　
盛

響諾

罪恥■
口 贋

浄水池

飲めるようになった水を一時た

めておきます

●水道水として安全な水である

かの検査

配水池

一目のうち多くの水を使う時の

ため、水をたくわえます

●残留塩素の貴等の確認

水道水として安全な水である

か検査・確認

給水栓

●家庭に安心して飲めるきれい

な水が届いているか検査・確認
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　水道水としての基礎的・機能的条件の確保のため、生活利用上或いは水

道施設の管理上障害が生ずるおそれのない水準として設定された。

水道水が有すべき

性状に関連する17項目

分類 項　　目　　名 水質基準値 松代地区簡易水道 峠地区簡易水道 海老地区簡易水道 伊沢地区簡易水道

色

亜　　鉛 1．0㎎／¢以下 0．22㎎／C 0．38㎎／C 0．01㎎／C未満 0．01㎎／¢未満

鉄 0．3㎎／C以下 0．03㎎／¢未満 0．04㎎／C 0．03㎎／¢未満 0．03㎎／¢未満

銅 1．0㎎／C以下 0．01㎎／¢未満 0．01㎎／C未満 0．01㎎／C未満 0．02㎎／C

マ　ン　ガ　ン 0．05㎎／C以下 0．005㎎／C未満 0．005㎎／C未満 0．005㎎／C未満 0．005㎎／¢未満

味
　
　
覚

ナ　ト　リ　ウ　ム 200㎎／C以下 13．0㎎／C 13．0㎎／¢ 5．9㎎／C 13．0㎎／¢

塩素　イ　オ　ン 200㎎／C以下 13．0㎎／C 13．0㎎／C 5．0㎎／2 9．0㎎／C
カルシウム・マグネシウム等（硬度） 300㎎／C以下 27㎎／C 27㎎／C 18㎎／C 120㎎／¢

蒸発残　留物 500㎎／C以下 94㎎／C 96㎎／C 65㎎／C 220㎎／¢

有機物（過マンガン酸別ウム消費量） 10㎎／C以下 1．8㎎／C L8㎎／C 0．7㎎／C L2㎎／C

臭
い

1，1，1一トリクロロエタン 0．3㎎／e以下 0．001㎎／e未満 0．001㎎／e未満 0．001㎎／C未満 0．001㎎／C未満

フェノール類 0．005㎎／C以下 0．005㎎／C未満 0．005㎎／C未満 0．005㎎／¢未満 0．005㎎／¢未満

発泡 陰イオン界面活性剤 0．2㎎／C以下 0．02㎎／¢未満 0．02㎎／¢未満 0．02㎎／C未満 0．02㎎／C未満

基
礎
的
性
状

P　H　値 5．8以上8．6以下 6．9 7．1 7．3 7．3

味 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭　　気 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色　　度 5度以下 1度 3度 1度未満 1度未満

濁　　度 2度以下 0．1度未満 0．1度未満 0．1度未満 0．1度未満

水
道
料
金
蓄

　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
お
支
払
い

　
　
1
水
道
料
金
－

　
水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
超
過

料
金
の
合
計
額
に
消
費
税
を
加
え
た

金
額
で
す
。
基
本
料
金
は
、
水
道
メ
ー

タ
ー
の
口
径
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
料

金
が
異
な
る
口
径
別
料
金
で
す
。

　
水
道
料
金
は
、
使
用
水
量
が
多
く

な
る
ほ
ど
高
く
な
る
逓
増
料
金
体
系

で
す
．

　
ー
料
金
の
支
払
方
法
－

　
水
道
料
金
の
お
支
払
い
に
は
、
次

の
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
①
直
納
…
お
届
け
し
た
請
求
書
の

金
額
を
納
付
期
限
ま
で
に
、
み
な
さ

ん
が
直
接
取
扱
い
金
融
機
関
ま
た
は

役
場
出
納
税
務
室
に
払
込
む
方
法
。

　
②
口
座
振
替
…
あ
な
た
の
預
金
口

座
か
ら
自
動
的
に
支
払
わ
れ
る
方
法
。

　
な
お
、
従
前
か
ら
の
区
長
徴
収
は

個
人
情
報
の
保
護
等
の
た
め
、
六
月

か
ら
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
1
安
全
、
便
利
な
口
座
振
替
ー

　
口
座
振
替
は
、
自
動
的
に
水
道
料

金
が
支
払
わ
れ
る
制
度
で
、
お
忙
し

い
方
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
の
ご
家
庭

で
も
大
変
便
利
で
す
。
口
座
振
替
の

申
し
込
み
は
、
あ
な
た
の
取
り
引
き

す
る
金
融
機
関
に
預
金
通
帳
と
届
出

の
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
簡
単

な
手
続
き
で
す
ぐ
に
口
座
振
替
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水源から家庭まで、水の流れる各段階で厳しい水質検査が行われます。
水源　　●水源に流入する物質の検査・富栄養化物質（窒素・りん等）　　　　　ダム

　　．三　．，　　　　　　　　●汚染物質（シアン僅金属類等）　　　　浄水場
　　や　　．　　、、顛ヂ，、　　　　・微量有機化学物質（農薬類等）
　　ロくり　　　　　　　お　　　　　　ロ　ドリ　　　　リヨ

　　　　　　　　　　　蟹ノ　　　　・水の臭味に影響する生物等
　　　　　　　．　　誌

　　　　　　　　　　　　　賄1

6
f離

の
み
の
か
滋

議
四

葱（
蜘
蕉
』

V　F

謹醐趨塁

罵
噂

藤
議
■
“

”
　
画
． 　
》

鑑，

態
，

濫
慈
・
耀

”
一

艶鍾羨

翻
騒
・

駒1

灘
、

鱒瞬
臨
二y

橘

塩素注入設備濾過池混和池・沈澱池着水井
♂

浄水場に入ってくる原水の量を　原水のにごりを沈めやすくする　沈澱池でにこりを取った原水を　安全な水の供給のため塩素を入

調整します　　　　　　　　　　薬品を混ぜます　　　　　　　　砂の層でろ過します　　　　　　れて消毒します

　　　　　　　　　　　　　　にこ’りの固まりを沈でんさせて　●清浄な水になっているかの検

　　　　　　　　　　　　　　取り除きます　　　　　　　　査
　　　　　　　　　　　　　　●薬品が適正に注入されている

　　　　　　　　　　　　　　かの検査
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成爽試

新
成
人
は
62
人

　
今
年
の
成
人
式
は
、
例
年
と
同
じ

五
月
三
日
の
憲
法
記
念
日
、
松
代
町

総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
華
や
か
に

行
わ
れ
ま
し
た
．

　
新
成
人
の
対
象
は
六
十
二
人
、
都

合
で
参
加
で
き
な
い
五
名
の
方
を
除

く
五
十
七
名
が
出
席
し
、
め
で
た
く

成
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
ま

し
た
が
、
新
成
人
の
晴
れ
姿
を
見
守

る
親
御
さ
ん
や
近
所
の
人
た
ち
の
目

に
温
か
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
午
前
十
時
半
か
ら
始
ま
っ
た
式
典

は
、
馬
場
生
涯
学
習
課
長
の
主
催
者

あ
い
さ
つ
、
関
谷
町
長
の
お
祝
い
の

言
葉
、
石
野
議
長
が
来
賓
を
代
表
し

睡
躍
．

縣
罫
》
あ
い
に
く
の
雨
…
…

　
　
継
曲
鋸
鐸

．
．
謙
覇

▲惣前直子さん

て
あ
い
さ
つ
し
、
新
成
人
を
激
励
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
記
念
品
贈
呈
は
、
新
成
人
を
代
表

し
て
富
澤
千
春
さ
ん
（
太
平
）
に
町

か
ら
ア
ル
バ
ム
な
ど
の
記
念
品
目
録

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
石
口
克

行
さ
ん
（
松
代
）
は
「
今
日
の
感
激

》
き
れ
い
に
撮
っ
て
！

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
社
会
人
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
し
、
松
代
町
で
育
っ
た

こ
と
を
誇
り
に
思
い
大
き
く
飛
躍
し

て
い
き
た
い
。
」
と
力
強
く
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
B
S
N
の
人
気

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
『
越
後
ま
つ
だ
い

冬
の
陣
』
の
鍋
奉
行
と
し
て
も
親
し

ま
れ
て
い
る
惣
前
直
子
さ
ん
に
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
惣
前
さ
ん
は
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を

目
指
し
た
山
あ
り
谷
あ
り
の
自
身
の

経
験
や
、
ニ
ュ
ー
ス
放
送
の
体
験
談

な
ど
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
話
し
、

参
加
者
を
激
励
し
て
い
ま
し
た
。

成
人
式
を

　
　
　
　
　
　
迎
え
て

　
今
年
、
新
成
人
に
な
っ
た
と
い
う

訳
で
す
が
、
私
自
身
特
に
何
か
変
わ
っ

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
そ
の
ま
ま

地
元
に
残
り
、
今
ま
で
過
ご
し
て
き

て
い
る
訳
で
す
か
ら
変
わ
り
よ
う
が

な
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ

石
ロ
克
行
さ
ん

か
ら
も
こ
の
気
持
ち
を
い
つ
ま
で
も

持
続
さ
せ
、
年
齢
を
重
ね
て
も
変
わ

ら
ず
に
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
日
こ
の
成
人
式
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
、
関
係
者
の
方
に

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
し
て
終
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

特
別
な

　
五
月
三
日
、
私
た
ち
は
成
人
式
を

開
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
い

に
く
の
雨
で
残
念
で
し
た
が
、
久
し

ぶ
り
に
会
う
友
人
た
ち
と
昔
話
に
花

が
咲
き
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
は
ま
だ
学
生
で
、
成
人
式
を
終

え
て
も
ま
だ
子
ど
も
の
気
分
が
抜
け

ま
せ
ん
が
、
も
う
少
し
こ
の
ま
ま
を

一
日

室
岡
美
津
子
さ
ん

楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
同
級
生
の
半
数
は
就
職
し
、
私
に

と
っ
て
は
社
会
人
と
し
て
の
先
輩
に

な
る
訳
で
す
が
、
早
く
み
ん
な
に
追

い
つ
け
る
よ
う
こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
に
と
っ

て
、
成
人
式
は
本
当
に
特
別
な
一
日

で
し
た
。
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曽
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　　』藝　　　　　　　　　　　　　　　　嘩

　　　　　　　　　　　　　　蘇
　　　　　　　　　　　　華
　　　　　　　　　　　誉　　　　　　　　　　雲

　　　　　　　饗　　　　　　嚢

　　　　　董

　　　　　　

　　　　㎜

　　醒
1…

　業　灘

諜
　
亭
、

網
醸

撒
　
、

翻
欄

貰
　
；
『

》
、

榊

顧
麟
県
r

華
嬬
、

　
　
　
　
麟
．
購
　
　
巡
蹴
’

　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
．
　
、
　
齪

罵
照
鍵
韻
．
　
　
　
概
灘
－
饗
嚢
　
馨
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
姦
難
き

　
　
　
　
皿
、
謬
　
識
醗
、
灘

藁
　
　
．
臨
醗
霧
藤
、

　
　
　
　
鱗
、
鰯
　
叢
発
『
》

　
　
　
　
　
　
　
　
綴
、
源
　
　
　
騰
、

～
蕗
　
　
　
劉
翫
　
鞭
．

　
　
　
　
　
　
　
　
叢
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
騨
　
：

　
　
　
　
　
喜
　
　
　
騰
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鼎
萎

　
麟

　
雛
．

　
　
　
　
撒

構
灘

醸
聾

．
燃

鞍藤

翼

曽

　
　
　
　
　
『
．
、
灘
、
m

　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　

　
難
　
　
　
　
　
羅

　
　
　
　
　
、
鳩
鼎
錨

．
、
、
羅

　
　
　
難
欝
懸

　
　
　
　
繍

、
繋
湖
灘

　
　
　
㈱
轟

　
　
　
　
　
騰

　
　
　
　
灘

　
　
　
猷

撫
　
甜
．
韮
、

鉾

難喉
　
、
嚢
舞
、
・

　
　
　
　
燃

雷

懸
灘

垂垂
　
　
撒

　
灘
、

　
　
灘

　
　
灘

　
　
顯
鑛

　
　
　

　
　
灘
．

　
　
露

　
　
欝
黙

．
㎜
語

難
謹
講

　
　
　
灘
　
　
羅

　
　
　
難
、
．

　
　
　
・
．
睡

・
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
雛

　
　
　
　
蒙
蕪

　
記
念
撮
影
の
あ
と
は
楽
し
い
祝
賀

パ
ー
テ
ィ
。
進
行
を
惣
前
さ
ん
か
ら

も
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
、
カ
ラ
オ
ケ

や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

〈
ビ
ン
ゴ
で
優
勝
！

　
右
は
惣
前
直
子
ア
ナ

　
成
人
式
の
記
念
写
真
が
で
き
て
い

ま
す
。
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
で

取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

参
加
者
は
無
料
で
す
。

萎
髪

二
十
歳
の

　
私
は
二
十
歳
に
な
っ
て
す
ぐ
出
産

を
経
験
し
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
早
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
成
人
式
を
迎

え
る
と
同
時
に
社
会
の
一
員
と
し
て

の
責
任
と
、
　
一
児
の
母
と
し
て
の
責

任
を
一
身
に
受
け
止
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
は
と
て
も

誓
い

高
澤
亜
希
子
さ
ん

大
変
だ
と
い
う
こ
と
が
身
に
染
み
て

分
か
っ
た
今
、
こ
こ
ま
で
両
親
に
大

切
に
育
て
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
感
謝

し
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
私
の
か

わ
い
い
子
ど
も
を
大
切
に
育
て
て
い

く
こ
と
を
、
こ
こ
に
改
め
て
誓
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

成
人
式
を

　
　
　
　
　
　
迎
え
て

　
成
人
式
を
迎
え
、
大
人
と
し
て
今

日
か
ら
見
ら
れ
て
い
く
の
だ
と
思
い

ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
、
大
人
の
人

た
ち
の
仲
間
に
入
り
た
く
て
背
伸
び

を
精
一
杯
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
背
伸
び
す
る
こ
と
な

く
、
自
分
の
ぺ
ー
ス
で
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
が
や
っ
て
い
け
ま
す
。
そ

小
野
島
政
樹
、
ん

し
て
ま
た
、
そ
れ
を
こ
れ
か
ら
見
つ

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
二
十
歳
を
過
ぎ
、
社
会
に
出
る
と

十
年
、
二
十
年
が
早
く
過
ぎ
る
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
大
切
な
時
間
を

仲
間
と
一
緒
に
意
味
の
あ
る
時
間
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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地
域
ぐ
る
み
で

　
　
　
　
　
　
　
交
通

　
松
代
町
や
郡
内
に
お
け
る
交
通
事

故
の
発
生
は
、
昨
年
よ
り
や
や
減
少

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
県
内
に
お

け
る
交
通
事
故
の
発
生
は
、
四
月
に

入
り
急
激
に
増
加
し
、
四
月
中
だ
け

で
三
十
一
名
も
の
方
が
交
通
事
故
で

死
亡
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
の
状
況
は
、

囹
夜
間
（
十
六
時
～
二
十
四
時
）

　
　
　
　
　
　
　
全
体
の
約
四
五
％

囹
金
・
土
・
日
曜
日
に
多
発

　
　
　
　
　
　
　
全
体
の
半
数
近
く

囹
高
齢
者
が
関
係
し
た
被
害
事
故

　
　
　
　
　
　
　
全
体
の
約
四
一
％

囹
脇
見
運
転
　
　
全
体
の
約
四
八
％

　
　
　
　
　
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
事
故
は
例
年
六
月
～

八
月
こ
ろ
に
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
充
分
注
意
し
、

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
起
こ

さ
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
十
月
一
日
か
ら
道
路
交
通

法
が
改
正
さ
れ
、
次
の
講
習
が
義
務

づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
軽
微
違
反
者
講
習
】

　
違
反
三
点
以
下
の
「
軽
微
違
反
」

の
累
積
点
が
六
点
に
な
っ
た
方
は
、

公
安
委
員
会
の
通
知
後
、
　
一
か
月
以

内
に
「
違
反
者
講
習
」
を
受
け
な
け

・
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
講
習
は
『
社
会
活
動
参
加
刑
土
』
と

『
実
車
運
転
等
検
査
型
』
の
二
種
類
が

あ
り
、
い
ず
れ
か
を
選
択
し
ま
す
。

講
習
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ
六
時
間
、
講

習
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　
こ
の
講
習
を
受
講
す
る
と
、
免
停

処
分
は
さ
れ
ま
せ
ん
。
受
講
し
な
い

場
合
に
は
、
停
止
期
間
短
縮
の
特
例

が
な
い
免
停
処
分
と
な
り
ま
す
。

【
高
齢
者
講
習
】

　
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者
が

免
許
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
の

前
二
か
月
以
内
に
「
高
齢
者
講
習
」

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
講
習
内
容
は
、
加
齢
と
身
体
機
能

に
関
す
る
講
習
、
実
車
運
転
や
検
査

機
材
に
基
づ
く
指
導
な
ど
で
す
。

　
講
習
時
間
は
三
時
間
、
講
習
手
数

料
六
、
三
〇
〇
円
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
講
習
を
受
講
し
な
い
と
、
免

許
の
更
新
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
松
代
町
交
通
安
全
協

　
会
・
役
場
総
務
課
庶
務
係
ま
た
は

　
松
代
交
番
・
駐
在
所
ま
で
。

高
規
格
救
急
車
を
配
備

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
、
救

急
患
者
の
救
命
率
向
上
等
の
た
め
に

高
規
格
救
急
車
を
配
備
し
、
救
急
隊

員
の
訓
練
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

六
月
一
日
か
ら
い
よ
い
よ
そ
の
運
用▲導入された高規格救急車

か
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
高
規
格
救
急
車
は
、
フ
ル
タ

イ
ム
四
輪
駆
動
の
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク

車
で
、
高
度
の
救
急
処
置
に
対
応
し

た
車
内
容
積
や
、
医
療
機
関
（
十
日

町
病
院
）
と
の
情
報
通
信
装
置
を
備

え
て
い
ま
す
。
本
体
価
格
は
約
二
千

万
円
（
日
本
自
動
車
工
業
会
寄
贈
）

で
す
が
、
そ
の
他
に
千
九
百
五
十
三

万
円
の
救
急
高
度
化
資
器
材
を
積
み

込
ん
で
い
ま
す
．

　
高
規
格
救
急
車
は
、
本
署
に
配
置

さ
れ
傷
病
の
程
度
に
よ
り
出
動
。
同

乗
す
る
救
急
救
命
士
は
、
医
師
の
指

示
に
よ
り
患
者
の
救
急
処
置
に
携
わ

り
ま
す
が
、
救
命
率
向
上
の
た
め
、

救
急
隊
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の

間
に
も
救
急
処
置
が
必
要
と
考
え
ら

盛
ん
で
す
ー

体
操
教
室

　
毎
週
火
曜
と
木
曜
の
夜
、
松
代
高

校
の
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
『
体
操

教
室
』
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
五
月
五
日
に
新
潟
市
で
県
体
操
競

技
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
、
同
教
室
に
通
う
松
代
小
四
年
の

五
十
嵐
太
博
君
が
小
学
生
男
子
B
の

部
に
出
場
し
鉄
棒
で
優
勝
、
総
合
で

四
位
入
賞
、
同
学
年
の
佐
藤
将
吾
君

も
総
合
で
十
一
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
松
代
高
校
三
年
の
江
里
口

潔
君
は
少
年
男
子
・
成
年
男
子
の
部

で
総
合
六
位
入
賞
を
果
た
し
、
十
月

二
十
六
日
か
ら
横
浜
市
で
開
催
さ
れ

る
国
民
体
育
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲

得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
松
代
高
校
の

卒
業
生
も
大
活
躍
。
国
際
武
道
大
学

三
年
の
池
田
倫
雪
君
が
総
合
四
位
、

仙
台
大
学
三
年
関
谷
智
子
さ
ん
も
総

合
四
位
で
、
八
月
に
行
わ
れ
る
北
信

れ
る
時
は
、
受
報
時
の
電
話
で
処
置

方
法
に
つ
い
て
指
導
し
、
応
急
処
置

の
実
施
を
促
し
ま
す
。

　
こ
の
救
急
救
命
士
は
十
日
町
地
域

で
現
在
二
名
。
毎
年
一
名
の
増
員
で

六
人
体
制
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
の
救
急
出
動
に
お
け

る
心
肺
機
能
停
止
者
は
五
十
八
人
で

し
た
が
救
急
出
動
ま
で
に
心
肺
蘇
生

法
術
が
行
わ
れ
た
の
は
僅
か
二
件
。

こ
の
こ
と
は
地
域
の
方
々
の
救
急
知

識
・
技
術
の
不
足
に
原
因
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
、
十
日
町
地
域
消
防
で
は

三
過
程
（
三
時
間
・
八
時
間
・
三
日

間
）
に
分
け
て
救
急
講
習
会
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
希
望
が

あ
れ
ば
事
業
所
や
婦
人
会
・
町
内
単

位
で
も
応
じ
て
い
ま
す
。

　
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
る
救
命
率

の
向
上
の
た
め
に
、
多
数
の
皆
様
の

お
申
し
込
み
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▼体操教室の皆さん越
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
二
十
人

近
く
が
集
う
体
操
教
室
は
、
仲
良
く

練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
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お
答
え
し
ま
す

ハ
ガ
キ

「
町
長
へ
の
便
り
」

　
先
月
号
に
引
き
続
き
「
町
長
へ
の

便
り
」
に
つ
い
て
回
答
し
ま
す
。

Q
　
農
業
が
基
本
の
町
で
す
が
、
外

国
に
ば
か
り
依
存
し
て
衰
退
気
味
で

す
。
町
独
自
の
発
想
を
期
待
し
ま
す
。

A
　
町
で
は
、
以
前
か
ら
中
山
間
地

域
の
地
勢
条
件
を
生
か
し
た
農
業
振

興
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
面
積
が
必
要
な
米
の
単
作
作
付

け
ば
か
り
で
な
く
、
し
め
縄
を
は
じ

め
、
ナ
ス
、
し
し
と
う
、
ヤ
マ
ウ
ド
、

ゼ
ン
マ
イ
な
ど
複
合
営
農
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
集
落
農
業
の
維
持
や
農
地
の

保
全
を
図
る
た
め
に
、
集
落
ご
と
の

生
産
組
合
の
結
成
や
そ
の
円
滑
な
運

営
に
も
特
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
担
い
手
や
新
規
就
農
者

の
確
保
を
目
指
し
、
周
年
型
の
農
業

（
植
物
工
場
、
菌
床
椎
茸
）
へ
の
取
り

組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。

Q
　
農
業
分
野
に
お
け
る
不
在
地
主

対
策
を
何
と
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
　
不
在
地
主
対
策
は
大
変
難
し
い

問
題
で
す
。
優
良
農
地
の
保
全
や
不

在
地
主
の
用
地
等
の
利
活
用
を
進
め

る
た
め
に
一
番
必
要
な
こ
と
は
、
集

落
内
の
土
地
利
用
の
話
し
合
い
を
行

い
、
土
地
利
用
計
画
の
合
意
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
で
す
。
町
に
は
農
地

流
動
化
推
進
委
員
（
農
業
委
員
が
兼

務
）
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
問
題

が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
農
地
の
利
用
集
積
（
認
定
農
家
へ

の
貸
借
）
に
奨
励
金
を
交
付
し
て
お

り
、
昨
年
度
は
十
二
名
の
認
定
農
家

の
利
用
権
設
定
に
百
四
十
万
円
の
助

成
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

Q
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
駅
と
温
泉
の

関
連
で
考
え
て
み
た
ら
…
…
。

A
　
花
は
、
人
を
な
ご
ま
せ
心
を
癒

し
、
語
り
の
場
を
創
出
し
ま
す
。
花

あ
る
と
こ
ろ
に
は
人
が
集
ま
り
、
交

流
は
自
然
と
育
ま
れ
ま
す
。
松
代
町

で
は
、
十
日
町
広
域
の
里
創
プ
ラ
ン

「
花
の
道
」
事
業
の
一
環
と
し
て
本
年

度
か
ら
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
取
り
組

み
ま
す
。
国
道
二
五
三
号
の
沿
線
千

四
百
材
に
、
サ
ル
ビ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
な
ど
五
千
本
の
苗
を
植
え
る
計

画
に
な
っ
て
い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ

を
中
心
と
し
た
十
四
団
体
の
方
に
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
将
来
は
皆
様
の
ご
協
力
も
仰
ぎ
、

よ
り
充
実
さ
せ
て
温
泉
や
そ
の
他
の

観
光
施
設
、
ふ
る
さ
と
の
景
観
づ
く

り
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
　
生
涯
学
習
を
充
実
さ
せ
て
…
…
。

A
　
人
生
八
十
年
の
時
代
を
迎
え
ま

し
た
。
楽
し
く
充
実
し
た
潤
い
の
あ

る
人
生
を
送
る
た
め
に
は
生
涯
学
習

の
視
点
か
ら
の
町
づ
く
り
が
不
可
欠

で
す
。
趣
味
・
教
養
や
ス
ポ
ー
ツ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
一
人
一
人
の

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
心
豊
か
な
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
、
町
づ
く
り
が

進
む
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
松
寿
大
学
や
女
性
学
級

な
ど
を
応
援
す
る
と
と
も
に
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー
、
野
球
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
創
作
や
文
化
活
動
な
ど
も
数

多
く
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
新

し
い
講
座
に
関
す
る
希
望
や
ご
意
見

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
総
合
セ
ン

タ
ー
の
生
涯
学
習
課
ま
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
　
（
盈
七
－
二
三
〇
一
）

募集！税務職員

（税務大学校生）

　平成10年度国家公務員III種試験

（税務）を次のとおり実施します。

　この試験に合格し、税務職員と

して採用されますと、税務大学校

（全寮制）に入校し、約1年1カ月

間、大学水準の教養と税務職員と

して必要な専門知識を習得するた

めの研修を受けることになります。

研修終了後は各税務署へ配置され
ます。

《受験資格》

　昭和53年4月2日～

　　56年4月1日生まれの者
《受験申込受付期間・申込先》

　6月24日㈲～7月1日困
　　人事院関東事務局へ

　〒100－0004東京都千代田区

　　　　　　大手町1－3－3

　　　　　　　暦03－3214－1621

　テレホンサービス暦03－3214－2231

《試験日と試験内容》

◎第一次試験…9月6日（日）

　教養・適性試験及び作文試験

◎第二次試験…10月15日（木）～22日

　　　　休）までの指定する1日

　人物試験及び身体検査

《合格発表》　第一次…10月12日

　　最終合格者発表…11月13日
《申込用紙請求・問い合わせ》

◎高田税務署総務課

　〒943－0834上越市西城町3－2－18

　　　　　　　盈0255－23－4171

◎関東信越国税局　人事第二課

　〒102－8302千代田区九段南H－15

　　　　　　　暦03－3221－3911

◎人事院関東事務局

鷺
譜
盤
約
灘

　
　
時
問
外
サ
ー
ビ
ス

　
四
月
か
ら
始
め
ま
し
た
『
時
間
外

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
』
は
好
評
で
す
が
、

サ
ー
ビ
ス
は
、
土
・
日
曜
・
祝
日
を

除
く
平
日
に
限
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
現
在
、
戸
籍
関
係
で
利

用
頻
度
が
高
い
よ
う
で
す
が
、
そ
の

他
の
事
務
に
つ
い
て
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
時
間
外
を
申
し
込
む
時
は

当
日
の
午
後
五
時
ま
で
に
電
話
な
ど

で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
三
月
の
定
例
議
会
に
お
い
て

代
町
情
報
公
開
条
例
」

町
個
人
情
報
保
護
条
例
」

定
さ
れ
、

と
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
公
正
、
正
確
、
そ
し
て

信
頼
さ
れ
開
か
れ
た
行
政
と
個
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
情
報
を
正

確
・
安
全
に
管
理
す
る
条
例
の
主
旨
．

を
尊
重
し
、
施
行
を
前
に
文
書
管
理

な
ど
の
取
組
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
条
例
施
行
前
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
四
月
に
発
行

さ
れ
た
議
会
報
で
も
紹
介
し
て
い
ま

す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

開
か
れ
た
行
政
へ

o
情
報
公
開
条
例

o
個
人
情
報
保
護
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
松

　
　
　
　
　
　
及
び
「
松
代

　
　
　
　
　
　
　
が
議
決
制

　
本
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
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塁ットーの轟
　　　　　　　　ぎ

」調鞭継

　　調諜　　　　　　　　　難
　謡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ

　　Matthew　Reesor

　
私
が
相
撲
を
見
る
の
が
好
き
だ
と

話
す
と
、
日
本
人
は
だ
い
た
い
驚
き

ま
す
。
で
も
、
ひ
と
月
お
き
に
行
わ

れ
る
1
5
日
間
の
競
技
は
本
当
に
楽
し

み
に
し
て
い
る
ん
で
す
。
相
撲
が
好

き
だ
と
い
う
と
、
「
ど
う
し
て
？
」
と

多
く
の
人
に
聞
か
れ
ま
す
．
相
撲
が

好
き
な
理
由
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
は
競
技
が
単
純
で
分
か
り
や

す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
土
俵
の
中

で
二
人
の
男
が
線
の
外
側
へ
お
互
い

を
押
し
合
う
か
、
相
手
を
倒
す
か
を

競
い
合
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
特
別

な
装
備
も
な
く
、
複
雑
な
ル
ー
ル
も
、

引
き
分
け
も
あ
り
ま
せ
ん
。
相
撲
の

堂
々
た
る
歴
史
や
そ
の
中
か
ら
生
み

出
さ
れ
た
美
し
い
し
き
た
り
の
す
べ

て
に
も
、
楽
し
み
を
見
い
だ
し
て
い

ま
す
。
呼
出
が
旋
律
の
あ
る
引
き
込

ま
れ
る
よ
う
な
声
で
対
戦
を
告
げ
る

の
を
聞
く
の
も
楽
し
い
で
す
し
、
行

司
の
美
し
い
衣
装
を
眺
め
る
の
も
好

き
で
す
。
し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ

以
上
仁
競
技
そ
の
も
の
や
、
ひ
い
き

の
力
士
に
声
援
を
お
く
る
興
奮
も
好

き
で
す
し
、
そ
の
力
士
が
勝
ち
越
し

を
決
め
た
り
、
金
星
を
得
た
り
、
さ

ら
に
は
、
優
勝
を
手
に
す
る
こ
と
を

願
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　
今
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
点

で
は
、
夏
場
所
1
2
日
目
で
、
1
0
人
が

優
勝
候
補
と
し
て
横
一
線
に
並
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
も
本

当
に
ハ
ラ
ハ
ラ
も
の
な
ん
で
す
。
だ

れ
が
勝
っ
て
も
い
い
し
、
こ
れ
だ
け

多
く
の
人
に
ま
だ
優
勝
の
チ
ャ
ン
ス

が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
た
だ
楽
し
い

の
で
す
。
生
で
相
撲
を
見
た
こ
と
は

ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
八
月
に

新
潟
市
で
行
わ
れ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

を
見
に
行
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
際
の
競
技
の
雰
囲
気
を
目
の
当
た

り
に
す
る
と
、
き
っ
と
も
っ
と
も
っ

と
相
撲
を
好
き
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
六
月
に
は
力
士
た
ち
が
カ

ナ
ダ
ヘ
行
き
、
カ
ナ
ダ
の
人
々
に
相

撲
を
披
露
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
カ
ナ
ダ
で
は
相
撲
は
ほ
と
ん
ど

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
私
が
日
本

に
来
て
か
ら
楽
し
ん
で
き
た
く
ら
い

カ
ナ
ダ
で
も
相
撲
が
も
っ
と
楽
し
ま

れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第
1
9
回
山
菜
を
楽
し
む
会

　
五
月
十
七
日
、
ふ
る
さ
と
会
館
で

ひ
ま
わ
り
会
（
高
橋
キ
ヨ
子
会
長
）

が
主
催
す
る
「
第
1
9
回
山
菜
を
楽
し

む
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
外
か
ら
百
二
十
人
が
参
加
し

て
、
手
づ
く
り
の
山
菜
づ
く
し
料
理

に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
雪
消
え
が
早
く
、
山
菜
の

収
穫
に
は
苦
労
し
た
と
の
こ
と
で
、

種
類
に
よ
っ
て
は
県
境
ま
で
も
足
を

伸
ば
し
た
そ
う
で
す
。

　
来
年
は
、
二
十
回
目
の
節
目
の
年

で
も
あ
り
ま
す
。
ス
ギ
ナ
の
天
プ
ラ

な
ど
新
メ
ニ
ュ
ー
は
す
で
に
考
え
始

め
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
五
月
晴
れ
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、

世
田
谷
区
か
ら
山
菜
ッ
ア
ー
で
福
島

へ
二
十
人
近
く
が
訪
れ
、
ウ
ル
イ
や

ワ
ラ
ビ
な
ど
に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
芝
峠
温
泉
に
も
J
R

「
ぐ
る
り
一
周
号
」
の
企
画
に
新
潟
方

面
か
ら
約
三
十
人
が
参
加
し
て
、
山

菜
採
ケ
や
山
歩
き
な
ど
松
代
の
春
を

満
喫
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　　　　　　　　　　き羅蕪蓑臓轟癒蓬難鍵錘慈菱韓遙③

「一日で遊びきれない

　安塚の

　　夏休み」

　
餓
簾
絵
・

《
ま
、
－

｝
》
えα

　
へ
』
P
　
．
、
』
，

　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
‘

　
ぺ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
ー　
［
べ

　
，

（安塚町）幽〆！b轟易

禦
マ

「
ぐ
る
り
蔵
出
し
小
さ
な
旅
」
と
題

し
た
こ
の
企
画
も
二
年
目
。
夏
休
み

期
間
中
は
、
安
塚
町
全
体
を
お
っ
き

い
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
ひ
と
つ
と
考
え
、

安塚夢物語～夏～’98

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
皆
さ
ん
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
食
べ
る
」
「
観
る
」
「
遊
ぶ
」
「
体
験
」

を
テ
ー
マ
に
周
遊
コ
ー
ス
を
設
定
し

ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
の
各
施
設
や

会
場
が
美
術
館
や
芸
術
館
に
変
身
、

様
々
な
文
化
的
な
企
画
展
も
開
催
し

ま
す
。

　
小
さ
い
安
塚
町
で
、
大
き
な
ふ
れ

あ
い
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
と
分
か
ち
合

え
る
よ
う
な
『
手
づ
く
り
の
内
容
』

と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
安
塚
町
観
光
協
会

　
　
（
暦
二
－
二
四
三
〇
）
ま
た
は
、

　
安
塚
町
雪
の
ま
ち
総
合
課

　
　
（
盈
二
－
二
〇
〇
三
）
ま
で

糞　　　緩 内　　　饗　　　　…．＝酉

8／1～30町内幹線の車庫 つる細工・草木染め

な≡町民会館講堂

写真家　柳木昭信写真展

8／1～30元明治大学ラクビー部

故　北島監督歴史展

須川・小黒地域

生涯学習センター 安塚町収蔵庫美術展 8／1～30

旧J　A小黒支所

商　工　会　館 ぶなの実会作品展 8／1～30

雪　　の　　湯 五月光　一座公演 8／1～30

食
べ
る

キューピットバレイ スノーパーク・ビアガーデン 8／1～30

J　Aわかば ふるさと安塚五穀豊穣味の祭典 8／13～16

町内飲食店 わが店の味自慢 8／1～30

遊
　
　
　
講

専　　敬　　寺 俳優　高橋長英の語り 8月中旬

J　Aわかば
大盆踊γ）大会・花火大会

露店・夕市 8／1

田　　舎　　屋 ニジマスつかみ・露天風呂 8／1～30

六　夜　山　荘
トウモロコシもぎ取り・炭火焼体験

笹だんごづく1）・茶托づく『）
8／1～24
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役立っています！
あなたの

簡易保険
平成9年度に融資を受けた事業

競欝蕃業謡 融難額

町道松代海老東山線

　　　　　　　道路改良
2，830万円

簡保資金　　計 2，830万円

融資額施設・事業霧

／億円
松代地区簡易水道

　　　　第5次拡張事業

／億円計年金資金

　
皆
様
が
納
め
た
郵
便
局
の
簡
易
保

険
・
郵
便
年
金
の
保
険
料
や
掛
金
の

還
元
融
資
を
受
け
、
平
成
九
年
度
は

町
道
松
代
海
老
東
山
線
の
改
良
工
事

を
行
い
ま
し
た
．

　
ま
た
、
松
代
地
区
簡
易
水
道
第
五

次
拡
張
事
業
に
つ
い
て
は
、
厚
生
年

金
保
険
・
国
民
年
金
の
掛
金
に
よ
る

還
元
融
資
を
受
け
、
田
沢
と
室
野
の

浄
水
場
の
電
気
計
装
設
備
を
行
っ
た

ほ
か
、
千
年
に
第
二
配
水
池
を
新
設

し
ま
し
た
。

　
な
お
「
簡
保
・
年
金
資
金
」
の
融

資
を
受
け
て
整
備
し
た
事
業
の
内
訳

は
表
の
と
お
り
で
す
。

〈
整
備
さ
れ
た

　
松
代
海
老
東
山
線

新
潟
県
勤
労
者
美
術
展

上
越
地
区
展

　
　
　
　
　
作
・
叩
募
集
ー
・

◆
応
募
資
格
　
上
越
地
域
に
勤
務
先

　
　
を
有
す
る
勤
労
者
（
自
営
業
、

　
　
退
職
者
、
主
婦
を
含
む
）

◆
部
門
　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
塑
、

　
　
　
　
工
芸
、
書
道
、
写
真

◆
開
催
日
　
8
月
2
9
日
ω
～
3
0
日
㈹

◆
会
場
　
上
越
市
高
田
図
書
館

◆
応
募
期
間
8
月
2
0
日
㈲
～
2
6
日
困

◆
応
募
及
び
問
い
合
わ
せ

　
　
　
上
越
労
政
事
務
所

　
智
〇
二
五
五
ー
二
六
ー
九
四
三
一

す
べ
て
の
人
が
回
厨
皐
臼
に

基
礎
年
金
（
新
し
い
国
民
年
金
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
イ
ン
ト

囹
加
入
－
貝

　
基
礎
年
金
制
度
は
、
自
営
業
等
の

人
の
ほ
か
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
そ

の
被
扶
養
配
偶
者
も
す
、
べ
て
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
被
用
者
保
険
の
被
保
険
者
以
外
の

人
の
加
入
期
間
は
、
2
0
歳
以
上
6
0
歳

未
満
の
4
0
年
間
で
す
が
、
6
0
歳
以
上

65

歳
未
満
の
人
お
よ
び
在
外
邦
人
も

任
意
加
入
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
学
生
（
2
0
歳
以
上
）
は
、

平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
強
制
加
入

と
な
り
ま
し
た
。

圃
年
金
給
付

　
基
礎
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
、

障
害
基
礎
年
金
お
よ
び
遺
族
基
礎
年

金
の
三
種
類
で
、
加
入
者
一
人
一
人

が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
年
金
と
し
て
受

給
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や

そ
の
被
扶
養
配
偶
者
に
も
基
礎
年
金

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
／
o
、

回
澱
昼
■
．
ー

　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
リ
　
　
　
　

　
ヰ
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
じ
ロ
　

　
　
応

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ぺ

　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
。
っ
ワ
・
σ
・

　
　
　
　
　
ブ

　
　
　
　
　
、
一
’
．
．

囹
保
険
料

　
基
礎
年
金
に
必
要
な
費
用
は
、
国

民
年
金
の
保
険
料
と
厚
生
年
金
保
険

お
よ
び
共
済
組
合
か
ら
の
拠
出
金
や

国
庫
負
担
に
よ
り
ま
か
な
わ
れ
ま
す

が
、
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成

十
年
四
月
か
ら
は
二
二
、
三
〇
〇
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

囹
第
二
号
・
第
三
号
被
保
険
者

　
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
者
と
そ
の

年金の支払通知

及び振込通知が

　年1回に
　国民年金や厚生年金保険、船

員保険から年金を受けでいる皆

さん、年金の『支払通知、及び

振込通知』が年1回の通知にな

りました。

　これまでは年6回．年金の支

払毎に送られていた通知書が、

6月の支払分から向こう1年闇

の支払の通知になります。

　ただし、郵便局で現金薩よる

支払を受ける皆さんほ、いまま

でどおン）年金の支私期毎に支払

通知書が送られてきます。

被
扶
養
配
偶
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
二

号
被
保
険
者
お
よ
び
第
三
号
被
保
険

者
と
し
て
国
民
年
金
に
も
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
人

の
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
厚
生
年

金
保
険
制
度
全
体
で
拠
出
す
る
し
く

み
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
個
々
に

納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
第
三
号
被
保
険
者
に
つ

い
て
は
、
第
二
号
被
保
険
者
の
被
扶

養
配
偶
者
で
あ
る
旨
を
市
町
村
に
届

け
出
な
い
と
、
将
来
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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私
は
一
昭
和
三
十
六
年
に
松
代
高

校
を
卒
業
し
、
父
が
頸
城
鉄
道
株
式

会
社
で
バ
ス
の
運
転
手
を
し
て
い
た

の
で
、
父
の
後
を
継
い
で
バ
ス
の
運

転
手
に
な
る
つ
も
り
で
、
直
江
津
市

の
新
潟
い
す
デ
自
動
車
株
式
会
社
に

就
職
し
ま
し
た
．

　
そ
の
こ
ろ
は
日
本
映
画
の
全
盛
期

で
、
私
は
毎
日
の
よ
う
に
映
画
を
見

に
行
き
、
日
曜
日
に
は
映
画
館
の
は

し
ご
を
や
っ
た
り
し
て
映
画
に
夢
中

で
し
た
。
そ
し
て
、
松
竹
映
画
「
妻

あ
り
子
あ
り
友
あ
り
て
」
を
見
て
、

刑
事
に
な
る
決
心
を
し
た
の
で
す
。

　
そ
の
映
画
は
、
故
佐
田
啓
二
、
乙

羽
信
子
の
主
演
で
、
山
形
県
出
身
の

青
年
佐
田
啓
二
が
上
京
し
、
警
視
庁

に
入
っ
て
一
人
前
の
刑
事
に
な
る
様

映
画
に
魅
せ
ら
れ
て

川
越
警
察
署
長

齋
　
木

　
　
　
川
越
市
在
住

子
を
描
い
た
も
の
で
、
ラ
ス
ト
シ
ー

ン
は
、
佐
田
刑
事
が
退
職
の
際
に
、

警
視
総
監
か
ら
頂
い
た
記
念
品
の
腕

時
計
を
女
物
に
替
え
て
妻
に
贈
る
と

い
う
粗
筋
で
し
た
が
、
私
は
そ
の
映

画
が
実
話
に
基
づ
い
た
も
の
と
知
っ

て
感
激
し
、
佐
田
刑
事
に
憧
れ
て
埼

玉
県
警
察
に
転
職
し
た
の
で
す
。

　
警
察
に
入
っ
て
か
ら
は
、
浦
和
警

察
署
の
交
番
を
皮
切
り
に
、
機
動
捜

査
隊
、
草
加
署
刑
事
課
長
や
捜
査
一

課
に
配
属
さ
れ
た
ほ
か
、
警
視
昇
任

後
は
鑑
識
課
長
、
東
松
山
警
察
署
長
、

捜
査
一
課
長
等
を
歴
任
し
、
警
察
官

と
し
て
は
刑
事
畑
一
筋
で
、
特
に
、

愛
犬
家
連
続
殺
人
事
件
、
埼
玉
大
学

学
長
誘
拐
事
件
で
は
、
捜
査
一
課
長

と
し
て
陣
頭
指
揮
を
執
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
熊
谷
警
察
署
長
、
警
備
部

参
事
官
を
経
て
警
視
正
に
昇
任
し
、

現
在
は
川
越
警
察
署
に
勤
務
し
て
お

勝

室
野
・
和
之
助
出
身

平

り
ま
す
が
、
早
い
も
の
で
あ
れ
か
ら

も
う
三
十
六
年
の
歳
月
が
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
中
国
に
「
友
を
得
る
も
の
は
覇
者

に
な
り
、
師
を
得
る
も
の
は
王
者
と

な
る
」
と
い
う
格
言
が
あ
り
ま
す
が
、

私
は
子
ど
も
の
こ
ろ
勉
強
嫌
い
で
、

対
人
赤
面
恐
怖
症
の
う
え
吃
り
で
し

た
。
そ
れ
で
も
、
何
と
か
こ
こ
ま
で

や
っ
て
こ
れ
た
の
は
丈
夫
な
身
体
に

生
ん
で
く
れ
た
両
親
、
育
ん
で
く
れ

た
「
ふ
る
さ
と
松
代
」
、
恩
師
、
先
輩
、

友
達
等
大
勢
の
皆
様
の
お
か
げ
と
心

か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
ほ
く
ほ
く
線
が
開
通
し

た
こ
と
か
ら
、
法
事
、
ク
ラ
ス
会
等

で
三
回
松
代
に
帰
郷
し
ま
し
た
が
、

年
老
い
た
両
親
は
、
待
望
の
ほ
く
ほ

く
線
に
乗
っ
て
感
激
し
、
感
動
し
て

お
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
両
親
と

の
帰
郷
は
唯
一
の
親
孝
行
で
、
懐
か
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ヤモンドホテルで開催された。

　出席者400名。松代町からは関谷

政和助役が来賓として出席された。

ヨネックス会長米山稔氏が新会長

に選出され、4名の相談役を設け、

副会長4名、常務理事19名の新体

制で発足することになった。なお、

関谷最高顧問は常務理事に再任さ

／遥鍍東京

だより

16／9　第3回企画委員会　　　　　　　　　　　副会長4名、常務理事19名の新体
モ

i　　　　　於県人会館（18：00～）　　　　　　　制で発足することになった。なお、
ヨ

i　　　①会報対策　8号発行他　　　　　　　関谷最高顧問は常務理事に再任さ
ヨ

i　　　　②会費納入、未納者への対応、　　　　　れた。
i
i　　　　　新入会員の加入状況調査報告　　　《趣味の会》
ミ

i　　　③その他　　　　　　　　　　　5／10釣り　南房総江見吉浦港でイサ
ミ

1《っどい》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ釣り大会開催　参加者11名
：

i6／6　東京奴奈川会役員会　　　　　　　　　　　　優勝笠原清、二位佐藤嘉夫、
ミ

i　　　　　於千日谷会堂（15：00～）　　　　　　　　三位関谷孝
ヨ

i7／5　東京浦田会（松之山町）　　　　　5／27　ゴルフ　埼玉県児玉ゴルフクラ
き

i　　　　於中野プラザホテル　　　　　　　　　　ブで開催の松高ゴルフコンペ
ヨ

i　　　　　　　　　　　　　（11：00～）　　　　　　　に、東京松代会会員特別参加
ヨ

i5／22　東京新潟県人会　　　　　　　　　6／27俳句の会　米持新吉宅
：

i　　　　平成10年度総会が半蔵門のダイ　　　　　　　（13：00～）盈0473－83－1831
旨

し
い
ふ
る
さ
と
に
接
す
る
と
心
ま
で

洗
わ
れ
る
思
い
が
し
ま
す
。
そ
し
て

大
自
然
に
恵
ま
れ
た
「
ふ
る
さ
と
松

代
」
が
あ
る
幸
せ
を
心
に
か
み
し
め

人
生
の
支
え
に
し
て
い
る
の
で
す
。

　
川
越
市
は
、
人
口
三
十
二
万
五
千

人
を
有
し
、
蔵
造
り
店
舗
、
時
の
鐘
、

天
台
宗
の
名
刹
喜
多
院
、
川
越
城
本

丸
御
殿
を
擁
す
る
首
都
圏
の
名
勝
観

光
地
で
す
．

　
東
京
松
代
会
の
皆
さ
ん
、
天
う
ら

ら
の
よ
い
日
、
小
江
戸
川
越
の
散
策

に
お
出
か
け
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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芸
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ロ
メ
モ
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交
代

　今月

号
か
ら
『
園
芸
一
ロ
メ
モ
』
は
関

谷
昭
平
さ
ん
（
松
代
）
が
担
当
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
高
橋
清
さ
ん
（
松
代
）
に
は
長
期
間
に

渡
り
担
当
し
て
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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半
つ
る
性
の
熱
帯
花
木
で
、
エ
キ

ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
が
好
ま
れ
る
夏

の
代
表
的
な
鉢
花
の
ひ
と
つ
で
す
。

花
に
見
え
る
の
は
苞
（
ほ
う
）
で
、

三
個
の
苞
が
集
ま
っ
て
一
個
の
花
の

よ
う
に
見
え
ま
す
。
色
は
赤
、
桃
、

榿
、
黄
、
白
、
咲
き
分
け
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
強
光
を
好
む
植
物
で
す
か

ら
、
五
～
十
一
月
頃
は
戸
外
の
日
の

当
た
る
と
こ
ろ
に
置
き
ま
す
。
越
冬

温
度
は
三
～
五
℃
で
す
か
ら
、
日
照

が
あ
り
暖
房
す
る
居
間
に
置
き
、
夜

は
袋
を
か
け
て
保
温
す
れ
ば
松
代
町

で
も
育
ち
ま
す
。
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人
　
武
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正
樹

　
黒
先
生
き
（
9
手
ま
で
）

　
●
ヒ
ン
ト
…
ま
ず
サ
ガ
リ
を
打
っ
て
。

　
　
3
分
で
二
級
、
2
分
以
内
で
有
段

　
　
者
。
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おっきく

o
。

なあれ9 　
ん

ち
ゃ笹
寡
　
4
侍
村
松

中

懸麟播組盛海

　　　たくま
齊木拓磨くん

　　4　歳
室野・どうのまえ

　　　か　な
松澤佳奈ち・ん

　　4　歳
　松代・わせだ

東北電力ふれあい電気教室

【日時・内容】毎月第3水曜日

①6月17日　9：30～12：00開講

　式　電気に関する基礎知識

②7月15日9：30～11：30電気

　料金のしくみ　配線器具修理

③8月19日　9：30～13：00

　200ボルト体験料理

④9月16日8：00～16：00施設
　見学会　　（柏崎刈羽原発）

⑤10月21日10：30～13：00閉講

　式住まいの照明について

【場所】十日町市宮田町1－5

　　東北電力㈱十日町営業所
【受講料】　1，500円

【受講定員】　20名

【申込先】　暦0257－52－3107

　　東北電力㈱十日町営業所

　　　お客さまセンターまで

灘議麟

土砂災害防止月問

「森林は、空気と水の源です。

貴方の不注意が人類共通の財産

を消滅させることになります。

山に入るときは、タバコの投げ

捨てなどは絶対にしないでくだ

さい。」　　　　高田営林署

　【火災から

　　　守って伸びる木
　　　　　　　　育つ森】

［
　演劇入門

　　　　　　　　　　　『
　　り一ウシ9・ヅプ

　このたび演劇の基礎的（入門

的）な講座を企画しました。基

本的な技術の講習や表現するこ

との楽しみ・感動を体験しませ

んか。次のとおり開催します。

【募集内容】

囹十日町地域に在住し、週1回

　十日町市の活動場所に通える

　健康な16歳以上の男女

囹演劇活動（役者、照明、音響

　効果、演出、制作などのいず

　れか）をやってみたい人

　　　（未経験者歓迎）

囹この地域を元気にしたいと思

　う人、ひと暴れしたい人

【活動内容】当初は週1回程度

　　　十日町市内で体験学習
【募集期間】6月30日（火ぽで

【ワークショップ指導員】

　　斉木としや氏（歌・踊り・

　　　　ミュージカル系担当）

　　井上　公氏（発声・肉体ト

　　　　　レーニング担当）
【問い合わせ先】

　斉木としや　盈010－047－2846

　井上　　公　費0257－63－4568

　㈱トリムコーポレーション

　　　　　　盈03－5211－5447

　がけ崩れや地すべり等の土砂

災害は一瞬のうちに尊い生命や

財産を奪ってしまいます。

囹雨が長く降り続くときや大雨

　のとき

囹川の水、井戸水、湧水の量が

　変化したり濁り出したとき　　　．

囹土地に亀裂が生じたとき

　こんなときは非常に危険です。

「危ないな」と思ったら、まず避

難しましょう。日ごろから、家

の近くの山やがけ、川などをよ

く点検し、いつもと違う点、お

かしな点を見つけたらすぐに役

場建設課（盈7－2220）または安

塚土木事務所松代分所（盈7－

2030）まで連絡してください。

入院中の一日にかかる食事代のうち760円を

一般の被保険者の方々に負担していただき、

残りを入院時食事療養費として国保が負担
します。 ＼

ハ
・
　
　
〃

1嚇1ぎ蓑鰻　謬鴛こ盤薯彊藷

一　　　般

住　民　税

非課税世帯

90日までの入院

90日を超える入院

住民税非課税世帯の
老齢福祉年金の受給権者

幅糞纏鯛

　※住民税非課税世帯の方は「標準負担額減額認定証」（申請により
　　交付）が必要となります。

●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●

◆食事代の標準負担額は、高額療養費を算定する自己負担額

　には入りません。
●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　o　　　●　　　●
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践
。

繊孟，

ご聡漉，，
　北越急行㈱では、昨年に引き

続いて、海水浴列車「青い海」

をJ　R東日本新潟支社と共同で

運行しますのでご利用ください

　また、町内会や子ども会など

15名様以上で事前に申し込みを

した場合は10％の団体割引があ

ります。十日町駅、六日町駅で

あらかじめお買い求めください。

【運転日】

7月25日（土）

8月1日（土）

＄月8日（土）

【運転区間】

7月26日（日）

8月2日（日）

8月9日（日）

越後湯沢駅～柏崎駅まで

　（ほくほく線経由）

【問い合わせ先】　北越急行㈱

営業開発室　暦0257－50－1251

駅　　霧 往路 復路

越後湯沢 7：1018：06

六日　町 7：31 17：50

魚沼丘陵 7：35 17：21

十目町 7：5017：10
まつだい 8：0616：38

ほくほく大島 8：2016：31

虫川大杉 8：25 16：26

うらがわら 8：2716：21

く　び　き 8：3216：16

犀　　　潟 8：4316：10

米　　　山 9：0815：36

笠　　　島 9：1315：33

鯨　　　波 9：2015｝25

柏　　　崎 9：2515：21
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　　6月から

区長さんによる

税徴収を廃止

　6月分から集落の区長さんに

よる税金等の徴収が廃止されま

した。『口座振替』を利用されて

いる方は、毎月27日（6月は29

日）が振替日となりますので残

高の確認をお願いします。それ

以外の方は、納税通知書により

金融機関に振り込むか、役場出

納税務室に直接納付してくださ

い。6月は「町民税第1期」と

国保税、水道料、保育料、国民

年金保険料、デイサービス使用

料が請求されます。

　町では、安全で便利な『口座

振替』を勧めています。住民税、

固定資産税、軽自動車税、国民

健康保険税、国民年金保険料、

保育料、水道料、デイサービス

使用料が振替できます。

　利用できる金融機関は、第四

銀行松代支店、松代・山平・奴

奈川の各農協支所、松代・山平・

室野の各郵便局と、直江津信用

金庫松代支店です。

　手続きは、各金融機関の窓口

で備えつけてある『口座振替依

頼書』にご記入いただき通帳に

使用している印鑑を押印すれば

完了です。

　詳しくは、役場の出納税務室

税務係までお尋ねください。

紙資源リサイクル

　今までお使いの

電話帳を回収

【主要駅間運賃表（普通片道運賃）】

　NTTでは新しい電話帳「上
越タウン・上越ハローぺ一ジ」

を6月中旬～末日までの間に企

業や家庭にお届けします。

　その際、今までお使いの電話

帳は、紙資源として再利用させ

ていただきますので、配達員が

新しい電話帳をお届けしたとき

に、今までお使いの電話帳を配

達員にお渡しください。

　また、NTTのお客さま窓口
に電話帳回収ボックス（愛称：

リ・タウンB　O　X）を設置し、

7月末まで回収を行いますので

ご協力をお願いいたします。

　電話帳の配達・回収について

のご連絡先は、

　N　T　T電話帳お届けセンター

　　画OI20－324182
’受付時間　土・日・祝日を除

　　　　く9時から17時まで

　この貸付制度は、年金積立金

を原資とした還元融資の一環と

して、厚生年金保険および国民

年金に3年以上加入している方

が、住宅資金を低利で借『）るこ

とができる制度です。

【貸付を受けられる方】

　現在、厚生年金保険に

　　　　　加入している方
【申し込み受付期間】

　年4回、受付期間があります

【お申し込み・お問い合わせ】

　地元の金融機関窓口、または

　㈹新潟県年金福祉協会

　　　　　暦025－241－6800

駅懲 越後湯沢 六目町 十1ヨ町 まつだい ほくほく鳩 うらがわら くびき

米　山 1，520 1，270 1，100 900 660 570 490

笠　島 1，600 1，350 1，180 980 740 650 570

鯨波 1，690 1，430 1，260 1，060 820 730 650

柏崎 1，770 1，430 1，260 1，060 820 730 650

※小児運賃は、普通片道運賃の半額で端数を切り上げた額。

※15名様以上から団体運賃適用。14日前までに十日町駅またはJ　R窓ロヘ。

　　　　　　　　　　‘
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
五
月
は

暑
か
っ
た
り
寒
か
っ
た
り
で
、
風
邪

を
引
か
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
田
植
え
も
終
わ

さ

　ん司
〃、

査関

（太平・へいすけ）

り
、
一
段
落
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
今
回
、
「
広
報
ま
つ
だ
い
」
よ
り
お

話
し
が
あ
り
、
お
恥
ず
か
し
な
が
ら

自
分
の
こ
と
に
つ
い
て
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
今
か
ら
二
十
年
ほ
ど
前
、
「
伊
藤
つ

か
さ
」
と
い
う
女
性
タ
レ
ン
ト
が
い

ま
し
た
が
、
司
と
い
う
自
分
の
名
前

に
女
み
た
い
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、

と
て
も
嫌
で
し
た
。
「
役
目
を
受
け
持

つ
」
「
支
配
す
る
」
と
い
う
意
味
が
あ

り
ま
す
が
、
ど
う
も
名
前
負
け
し
て

し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　
小
学
生
の
こ
ろ
は
泣
き
虫
で
、
怒

ら
れ
る
と
す
ぐ
涙
が
あ
ふ
れ
る
と
い

う
始
末
で
し
た
が
、
そ
の
反
面
、
目

立
ち
た
が
り
や
で
行
動
力
は
あ
っ
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ン
ギ
ツ
ネ

の
映
画
を
見
て
涙
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
も
う
泣
き
た
く
な
い
と

心
に
決
め
た
せ
い
か
、
そ
れ
と
も
小

さ
い
こ
ろ
泣
き
尽
し
た
せ
い
か
今
で

は
悲
し
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
一
滴

も
涙
が
出
な
い
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
感
受
性
が
豊
か
な
人
を

見
る
と
う
ら
や
ま
し
く
思
え
ま
す
。

　
姉
が
三
人
と
い
う
環
境
で
気
弱
に

育
っ
た
せ
い
か
、
男
ら
し
く
あ
り
た

い
と
い
う
願
望
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
就
職
難
の
中
、
松
代
で
就
職
先
が

見
つ
か
り
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年

の
十
二
月
よ
り
J
A
十
日
町
（
当
時

は
J
A
し
ぶ
み
）
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。
職
員
の
方
々
か
ら
は
温

か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
農
協
の
仕
事
で
皆
さ
ん

と
お
会
い
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
と
き
は
何
分
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　男　2，239人　　（一1人）

　女2，280人（一6人）
　計4，519人（一7人）
世帯数1，447世帯（一2世帯）

　出生1人　　死亡2人
　転入4人　　転出10人
　　　（10年5月末日現在）

　　人ロの動き

圖
園
圓
圃

▼
後
ろ
を
振
り
返
る
と
、
い
ま
植
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

小
さ
な
苗
が
不
安
げ
に
風
に
揺
ら
め
い

て
い
ま
し
た
。
楽
し
み
を
求
め
て
始
め

た
「
農
」
の
世
界
も
腰
の
痛
さ
と
知
識

の
不
足
で
思
う
よ
う
に
進
み
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
向
こ
う
岸
に
着
い
た
と
き
の

　
　
　
さ
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
え
ず

喜
び
、
爽
や
か
な
風
と
小
鳥
の
噂
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
そ
う

は
心
を
な
ご
ま
せ
ま
す
。
喧
騒
な
世
の

中
と
は
対
照
的
な
世
界
は
、
時
間
の
流

　
　
お
だ

れ
も
穏
や
か
な
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

枠
の
縦
線
と
横
線
が
交
わ
る
小
宇
宙
、

こ
の
交
点
が
見
え
な
く
な
っ
て
も
ず
っ

と
先
を
見
て
、
後
ろ
も
見
て
、
よ
う
や

く
念
願
の
田
植
え
も
終
わ
り
ま
し
た
。

▼
毎
晩
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー

で
寝
不
足
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
？
　
そ

し
て
、
も
う
じ
き
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
で
す
。
た
ん
ぼ
の
中
と
違
い
、
世
の

　
　
　
　
あ
わ

中
は
急
に
慌
た
だ
し
く
な
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
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同團鋤團回
（4月26日～5月25日）

幸せ多い人生を（結婚）

柳　　昭平・山岸　由美さん

　　　（千年・じょうのつか）

ご冥福を祈ります（死亡）

中村フミエさん　　　　　75歳

　　　　　（儀明・おおにし）

　この欄に掲載を希望されない

方は、届け出の際に係にその旨

をお申し出ください。

　　お詫びと訂正

　5月号の6㌻「むし歯のない
よい歯の子」の中で、一歳児『蓬
　　　　　　　　　　　　　　
平　若井一哉　一雄』は『蓬平
　　　　　　　　　　　　　
　若井一哉新一』、また12㌻
　　　　　　　　　　　「幸せ多い人生を」で『村上良一』

　　　　は『村山良一』、「げんきな良い

　　　　　　　　　子に」で『矢澤虎太郎』は『矢
　　　　澤虎太朗』の誤｝）でした。訂正

し、謹んでお詫び申し上げます。

の納税今月

〆　町民税第1期

06月30日（殉までにお納めくだ

　さい。

○口座振替の方は29日（月）に振替

　になります。

○詳しくは15㌻をご覧ください。
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